
政
令
第
百
七
号

関
税
定
率
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
関
税
定
率
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
十
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
律
の

規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
関
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

関
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
・
第
八
十
三
条
」
を
削
り
、
「
第
八
十
四
条
」
を
「
第
八
十
三
条
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
四
第
四
号
中
「
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」
の
下
に
「
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百
二
十

九
号
）
」
を
加
え
る
。

第
十
二
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

法
第
十
五
条
第
一
項
（
外
国
貿
易
船
の
入
港
の
手
続
）
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書

類
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
と
す
る
。
た
だ
し
、
取
締
り
上
支
障
が
な
い
も
の
と
し
て
財
務
省
令
で
定

め
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
事
項
の
う
ち
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項
の
記
載
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
及
び
荷
受
人
」
を
「
、
荷
送
人
、
荷
受
人
及
び
船
荷
証
券
の
番
号
並
び
に
当
該
貨
物
が
コ

ン
テ
ナ
ー
に
詰
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該
コ
ン
テ
ナ
ー
の
番
号
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

旅
客
氏
名
表

船
舶
の
名
称
及
び
国
籍
並
び
に
乗
船
し
て
い
る
旅
客
の
氏
名
、
国
籍
、
生
年
月
日
、
性
別
、
旅
券
番

号
、
出
発
地
及
び
最
終
目
的
地

五

乗
組
員
氏
名
表

船
舶
の
名
称
及
び
国
籍
並
び
に
乗
船
し
て
い
る
乗
組
員
の
氏
名
、
国
籍
、
生
年
月
日
、
性
別
、
乗

員
手
帳
の
番
号
及
び
職
名

第
十
三
条
の
見
出
し
中
「
外
国
貿
易
機
等
」
を
「
外
国
貿
易
機
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
に
後
段

と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
第
二
号
中
「
及
び
数
量
」
を
「
、
数
量
及
び
航
空
貨
物
輸
送
証
の
番
号
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
二
号

を
加
え
る
。

三

旅
客
氏
名
表

航
空
機
の
登
録
記
号
及
び
国
籍
並
び
に
搭
乗
し
て
い
る
旅
客
の
氏
名
、
出
発
地
及
び
最
終
目
的
地

四

乗
組
員
氏
名
表

航
空
機
の
登
録
記
号
及
び
国
籍
並
び
に
搭
乗
し
て
い
る
乗
組
員
の
氏
名
、
国
籍
、
生
年
月
日
、
性



別
及
び
旅
券
番
号

第
十
三
条
第
二
項
を
削
る
。

第
十
三
条
の
二
中
「
第
十
五
条
第
四
項
」
を
「
第
十
五
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
特
殊
船
舶
等
の
入
港
届
等
の
記
載
事
項
）

第
十
三
条
の
三

法
第
十
五
条
第
五
項
前
段
（
特
殊
船
舶
等
の
入
港
届
等
）
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
項
（
船
舶
に
係

る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
事
項
と
し
、
法
第
十
五
条
第
五
項
後
段
に
規
定
す
る
政
令

で
定
め
る
事
項
（
船
舶
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
第
十
二
条
第
一
項
第
四
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
書
類
の
区
分
に

応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
と
す
る
。

２

法
第
十
五
条
第
五
項
前
段
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
項
（
航
空
機
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
第
十
三
条
第
一

号
に
定
め
る
事
項
と
し
、
同
項
後
段
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
項
（
航
空
機
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
同
条
第

三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
書
類
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
と
す
る
。

３

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



法
第
十
七
条
第
一
項
前
段
（
出
港
手
続
）
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
項
（
船
舶
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
船

舶
の
名
称
、
国
籍
、
純
ト
ン
数
、
仕
向
港
及
び
出
港
の
日
時
と
し
、
同
項
後
段
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
項
（
船
舶

に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
、
第
四
号
又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
書
類
の
区
分
に
応
じ
、
当
該

各
号
に
定
め
る
事
項
と
す
る
。

第
十
六
条
中
第
三
項
を
削
り
、
第
二
項
を
第
四
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

法
第
十
七
条
第
一
項
前
段
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
項
（
航
空
機
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
航
空
機
の
登
録

記
号
、
国
籍
、
仕
向
港
及
び
出
港
の
日
時
と
し
、
同
項
後
段
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
事
項
（
航
空
機
に
係
る
も
の
に

限
る
。
）
は
、
第
十
三
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項

と
す
る
。

３

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
十
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
外
国
貿
易
船
等
の
入
出
港
の
簡
易
手
続
）

第
十
六
条
の
二

法
第
十
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
（
外
国
貿
易
船
の
入
出
港
の
簡
易
手
続
）
の
規
定
に
よ
り
提
出
す
べ
き
入



港
届
に
は
、
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
定
め
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
十
八
条
第
二
項
た
だ
し
書
（
外
国
貿
易
機
の
入
出
港
の
簡
易
手
続
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
書
面
で
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
六
条
の
三
第
一
項
第
二
号
及
び
第
五
十
一
条
の
四
第
一
項
第
二
号
中
「
積
出
地
」
の
下
に
「
並
び
に
仕
出
人
の
住

所
又
は
居
所
及
び
氏
名
又
は
名
称
」
を
加
え
る
。

第
五
十
一
条
の
十
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
一
団
の
土
地
等
を
所
有
又
は
管
理
す
る
法
人
の
要
件
）

第
五
十
一
条
の
十
一

法
第
六
十
二
条
の
八
第
二
項
第
一
号
（
総
合
保
税
地
域
の
許
可
）
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
要
件

は
、
外
国
か
ら
本
邦
に
到
着
し
た
貨
物
（
外
国
の
船
舶
に
よ
り
公
海
並
び
に
本
邦
の
排
他
的
経
済
水
域
の
海
域
及
び
外
国

の
排
他
的
経
済
水
域
の
海
域
で
採
捕
さ
れ
た
水
産
物
並
び
に
保
税
作
業
に
よ
る
製
品
を
含
む
も
の
と
し
、
本
邦
の
船
舶
に

よ
り
外
国
の
排
他
的
経
済
水
域
の
海
域
で
採
捕
さ
れ
た
水
産
物
を
除
く
。
）
の
蔵
置
、
加
工
、
展
示
又
は
運
送
の
事
業
そ

の
他
の
当
該
貨
物
を
取
り
扱
う
事
業
を
行
う
相
当
数
の
者
の
当
該
事
業
の
用
に
供
さ
れ
る
施
設
の
設
置
及
び
運
営
を
行
う

事
業
そ
の
他
輸
入
の
円
滑
化
そ
の
他
の
貿
易
の
振
興
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。



第
五
十
一
条
の
十
二
第
一
項
第
二
号
中
「
積
出
地
」
の
下
に
「
並
び
に
仕
出
人
の
住
所
又
は
居
所
及
び
氏
名
又
は
名
称
」

を
加
え
る
。

第
七
十
条
第
一
項
中
「
百
四
十
円
」
を
「
百
三
十
円
」
に
改
め
る
。

第
七
十
条
の
二
第
二
項
中
「
百
九
十
円
」
を
「
百
八
十
円
」
に
改
め
る
。

第
八
章
の
章
名
を
削
る
。

第
八
十
二
条
の
次
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。

第
八
章

雑
則

第
八
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
帳
簿
の
記
載
事
項
等
）

第
八
十
三
条

申
告
納
税
方
式
が
適
用
さ
れ
る
貨
物
（
特
例
申
告
に
係
る
指
定
貨
物
を
除
く
。
）
を
業
と
し
て
輸
入
す
る
者

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
輸
入
者
」
と
い
う
。
）
は
、
法
第
九
十
四
条
第
一
項
（
帳
簿
の
備
付
け
等
）
に
規
定
す
る
帳

簿
を
備
え
付
け
て
、
こ
れ
に
輸
入
の
許
可
を
受
け
た
貨
物
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
輸
入
許
可
貨
物
」
と
い
う
。
）
に

つ
い
て
当
該
輸
入
許
可
貨
物
の
品
名
、
数
量
及
び
価
格
、
仕
出
人
の
氏
名
又
は
名
称
並
び
に
当
該
許
可
の
年
月
日
及
び
そ



の
許
可
書
の
番
号
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
は
、
法
第
九
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
書
類
に
つ
い
て
、
準
用
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
六
十
一
条
第
一
項
中
「
輸
入
申
告
に
係
る
貨
物
の
」
と
あ
る
の
は
「
輸
入
の
許
可
を
受
け
た
貨

物
の
契
約
書
、
」
と
、
「
若
し
く
は
売
渡
人
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
売
渡
人
」
と
、
「
税
関
に
お
い
て
課
税
標
準
の
決
定

の
た
め
に
必
要
と
認
め
る
書
類
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
輸
入
の
許
可
を
受
け
た
貨
物
の
課
税
標
準
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

及
び
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
の
帳
簿
に
記
載
す
べ
き
事
項
の
全
部
又
は
一
部
が
前
項
の
書
類
又
は
輸
入
の
許
可
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
当
該
全
部
又
は
一
部
の
事
項
の
第
一
項
の
帳
簿
へ
の
記
載
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

輸
入
者
は
、
第
一
項
の
帳
簿
及
び
第
二
項
の
書
類
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
の
帳
簿
へ
の
記
載
を
省
略
し
た
場
合

に
お
け
る
輸
入
の
許
可
書
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
整
理
し
、
第
一
項
の
帳
簿
に
あ
つ
て
は
輸
入
許

可
貨
物
の
輸
入
の
許
可
の
日
の
翌
日
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
起
算
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
七
年
間
、
第
二

項
の
書
類
に
あ
つ
て
は
起
算
日
か
ら
五
年
間
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
の
帳
簿
へ
の
記
載
を
省
略
し
た
場
合
に
は
、

七
年
間
）
、
輸
入
者
の
本
店
若
し
く
は
主
た
る
事
務
所
若
し
く
は
当
該
輸
入
許
可
貨
物
の
輸
入
取
引
に
係
る
事
務
所
、
事



業
所
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
の
所
在
地
又
は
輸
入
者
の
住
所
地
に
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

起
算
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
た
日
以
後
の
期
間
に
お
け
る
前
項
の
規
定
に
よ
る
保
存
は
、
財
務
大
臣
の
定
め
る
方
法
に

よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

法
第
九
十
四
条
第
二
項
（
電
磁
的
記
録
に
よ
る
帳
簿
の
備
付
け
等
に
つ
い
て
の
規
定
の
準
用
）
の
規
定
に
お
い
て
輸
入

者
に
つ
い
て
電
子
計
算
機
を
使
用
し
て
作
成
す
る
国
税
関
係
帳
簿
書
類
の
保
存
方
法
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
電
子
帳
簿
保
存
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
を
準
用
す
る
場
合
に
お
け
る
電
子
帳
簿
保
存
法
の
規
定
に
係

る
技
術
的
読
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

読
み
替
え
る
電
子
帳
簿
保
存
法
の

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

規
定

第
四
条
見
出
し
、
第
五
条
見
出
し

国
税
関
係
帳
簿
書
類

関
税
関
係
帳
簿
書
類

、
第
六
条
第
三
項
及
び
第
六
項
、

第
九
条
の
二
並
び
に
第
十
一
条
第

一
項



第
四
条
第
一
項
、
第
五
条
第
一
項

国
税
関
係
帳
簿
に

関
税
関
係
帳
簿
に

及
び
第
九
条

第
四
条
第
一
項
及
び
第
五
条
第
一

国
税
関
係
帳
簿
の
備
付
け

関
税
関
係
帳
簿
の
備
付
け

項第
四
条
第
二
項
、
第
五
条
、
第
六

所
轄
税
務
署
長
等

所
轄
税
関
長

条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
及
び

第
六
項
、
第
七
条
第
一
項
及
び
第

二
項
並
び
に
第
八
条

第
四
条
第
二
項

国
税
関
係
書
類
に

関
税
関
係
書
類
に

国
税
関
係
書
類
の
保
存

関
税
関
係
書
類
の
保
存

第
五
条
第
二
項
、
第
六
条
第
二
項

国
税
関
係
書
類

関
税
関
係
書
類

及
び
第
五
項
第
二
号
並
び
に
第
九

条



第
五
条
第
三
項

承
認
済
国
税
関
係
帳
簿
書
類
に

承
認
済
関
税
関
係
帳
簿
書
類
に

第
六
条
第
一
項

国
税
関
係
帳
簿
で

関
税
関
係
帳
簿
で

第
六
条
第
五
項
第
一
号

国
税
関
係
帳
簿

関
税
関
係
帳
簿

第
六
条
第
六
項

所
轄
外
税
務
署
長

所
轄
外
税
関
長

第
七
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第

承
認
済
国
税
関
係
帳
簿
書
類

承
認
済
関
税
関
係
帳
簿
書
類

八
条
第
一
項
並
び
に
第
九
条

第
七
条
第
二
項

国
税
関
係
帳
簿
書
類
の

関
税
関
係
帳
簿
書
類
の

第
九
条

国
税
関
係
帳
簿
書
類
を

関
税
関
係
帳
簿
書
類
を

第
十
一
条
見
出
し
及
び
同
条
第
一

他
の
国
税

関
税

項
第
八
十
五
条
中
「
第
九
十
五
条
第
三
項
」
を
「
第
九
十
五
条
第
四
項
」
に
、
「
法
第
七
条
第
三
項
（
事
前
教
示
）
の
規
定

に
基
づ
く
手
続
並
び
に
法
第
十
五
条
（
入
港
手
続
）
、
第
十
七
条
第
一
項
（
出
港
手
続
）
、
第
十
八
条
（
入
出
港
の
簡
易
手

続
）
、
第
二
十
条
（
不
開
港
へ
の
出
入
）
、
第
二
十
一
条
（
外
国
貨
物
の
仮
陸
揚
げ
）
、
第
二
十
二
条
（
沿
海
通
航
船
等
の



外
国
寄
港
の
届
出
等
）
及
び
第
二
十
五
条
（
船
舶
又
は
航
空
機
の
資
格
の
変
更
）
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
法
第
二
十
七

条
（
船
長
又
は
機
長
の
職
務
代
行
者
）
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
基
づ
く
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ

る
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

法
第
七
条
第
三
項
（
事
前
教
示
）
の
規
定
に
基
づ
く
手
続
並
び
に
法
第
十
五
条
（
入
港
手
続
）
、
第
十
七
条
第
一
項

（
出
港
手
続
）
、
第
十
八
条
（
入
出
港
の
簡
易
手
続
）
、
第
二
十
条
（
不
開
港
へ
の
出
入
）
、
第
二
十
一
条
（
外
国
貨

物
の
仮
陸
揚
げ
）
、
第
二
十
二
条
（
沿
海
通
航
船
等
の
外
国
寄
港
の
届
出
等
）
及
び
第
二
十
五
条
（
船
舶
又
は
航
空
機

の
資
格
の
変
更
）
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
法
第
二
十
七
条
（
船
長
又
は
機
長
の
職
務
代
行
者
）
の
規
定
に
よ
り
適

用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）
に
基
づ
く
手
続

二

自
家
用
自
動
車
の
一
時
輸
入
に
関
す
る
通
関
条
約
の
実
施
に
伴
う
関
税
法
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九

年
法
律
第
百
一
号
）
第
三
条
（
車
両
等
の
輸
入
手
続
）
の
規
定
に
基
づ
く
手
続
及
び
物
品
の
一
時
輸
入
の
た
め
の
通
関

手
帳
に
関
す
る
通
関
条
約
（
Ａ
Ｔ
Ａ
条
約
）
の
実
施
に
伴
う
関
税
法
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
三
条
（
通
関
手
帳
に

よ
る
通
関
等
）
の
規
定
に
基
づ
く
手
続

第
百
三
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。



た
だ
し
、
そ
の
謄
本
又
は
抄
本
を
作
成
す
る
と
き
は
、
契
印
に
代
え
て
、
こ
れ
に
準
ず
る
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
関
税
定
率
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

関
税
定
率
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
七
条
第
一
号
中
「
並
び
に
同
法
」
を
「
、
同
法
」
に
改
め
、
「
学
校
で
私
立
の
も
の
」
の
下
に
「
、
国
立
大
学
法
人

法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
（
定
義
）
に
規
定
す
る
国
立
大
学
法
人
又
は
地
方
独
立
行
政
法
人
法

（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
六
十
八
条
第
一
項
（
名
称
の
特
例
）
に
規
定
す
る
公
立
大
学
法
人
が
設
置
す
る
大
学

並
び
に
独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
三
号
）
第
二
条
（
名
称
）
に
規
定
す
る
独

立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
が
設
置
す
る
高
等
専
門
学
校
」
を
加
え
る
。

第
十
七
条
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

国
立
大
学
法
人
法
第
二
条
第
三
項
（
定
義
）
に
規
定
す
る
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
が
設
置
す
る
大
学
共
同
利
用
機

関
第
十
八
条
第
二
項
中
「
前
条
第
四
号
」
を
「
前
条
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
四
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改

め
る
。



第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
中
「
次
項
及
び
第
三
項
」
及
び
「
次
項
及
び
第
四
項
」
を
「
以
下
こ
の
条
」
に
改
め
、
同
条
第

二
項
中
「
第
二
十
一
条
第
六
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
二
十
一
条
第
四
項
」
の
下
に

「
及
び
第
五
項
（
権
利
者
等
の
氏
名
等
の
通
知
）
」
を
加
え
、
同
項
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で

を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

輸
入
者
及
び
疑
義
貨
物
の
仕
出
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

第
六
十
一
条
の
三
第
四
項
中
「
第
二
十
一
条
第
四
項
」
の
下
に
「
及
び
第
五
項
」
を
加
え
、
同
項
第
五
号
中
「
前
項
第
二

号
、
第
三
号
及
び
第
六
号
」
を
「
前
項
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
七
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
中
第

四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

権
利
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

第
六
十
一
条
の
三
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

法
第
二
十
一
条
第
六
項
（
生
産
者
の
氏
名
等
の
通
知
）
の
規
定
に
よ
る
通
知
は
、
書
面
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
一
条
の
五
中
「
第
六
十
一
条
の
三
第
三
項
第
四
号
又
は
第
四
項
第
二
号
」
を
「
第
六
十
一
条
の
三
第
三
項
第
五
号

又
は
第
四
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。



（
関
税
暫
定
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

関
税
暫
定
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
暫
定
税
率
を
適
用
す
る
灯
油
又
は
軽
油
に
係
る
石
油
化
学
製
品
の
指
定
）

第
五
条

法
の
別
表
第
一
第
二
七
一
○
・
一
一
号
の
一
の
(二)
の
Ｂ
の
(2)
の
(i)
及
び
(三)
の
(1)
並
び
に
第
二
七
一
○
・
一
九
号
の

一
の
(一)
の
Ｂ
の
(2)
の
(i)
及
び
(二)
の
(1)
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
石
油
化
学
製
品
は
、
エ
チ
レ
ン
、
プ
ロ
ピ
レ
ン
、
ブ
チ

レ
ン
、
ブ
タ
ジ
エ
ン
、
ベ
ン
ゼ
ン
、
ト
ル
エ
ン
、
キ
シ
レ
ン
又
は
石
油
樹
脂
と
す
る
。

第
十
九
条
第
一
項
の
表
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

エ
チ
レ
ン
、
プ
ロ
ピ

オ
レ
フ
ィ
ン
製
造
設
備
（
エ
チ
レ
ン
の
製
造
を
主
た
る

一
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き

レ
ン
、
ブ
チ
レ
ン
、
ブ

目
的
と
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同

五
十
六
円

タ
ジ
エ
ン
、
ベ
ン
ゼ
ン

じ
。
）
の
分
解
炉
で
熱
分
解
用
に
供
さ
れ
る
揮
発
油
又

、
ト
ル
エ
ン
、
キ
シ
レ

は
重
油

ン
又
は
石
油
樹
脂

オ
レ
フ
ィ
ン
製
造
設
備
の
分
解
炉
で
熱
分
解
用
に
供
さ

一
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き



れ
る
灯
油

百
六
十
五
円

オ
レ
フ
ィ
ン
製
造
設
備
の
分
解
炉
で
熱
分
解
用
に
供
さ

一
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き

れ
る
軽
油

百
七
十
二
円

プ
ロ
パ
ン
又
は
ブ
タ
ン
を
主
成
分
と
す
る
石
油
ガ
ス
の

一
ト
ン
に
つ
き
八
十
三
円

う
ち
、
オ
レ
フ
ィ
ン
製
造
設
備
の
分
解
炉
で
熱
分
解
用

に
供
さ
れ
る
も
の

第
十
九
条
第
一
項
の
表
第
二
号
中
「
四
十
円
」
を
「
四
十
二
円
」
に
改
め
、
同
表
第
三
号
中
「
五
十
七
円
」
を
「
六
十
円

」
に
改
め
、
同
表
第
四
号
中
「
四
十
九
円
」
を
「
五
十
一
円
」
に
改
め
、
同
表
第
五
号
中
「
八
十
九
円
」
を
「
九
十
二
円
」

に
、
「
九
十
一
円
」
を
「
九
十
四
円
」
に
改
め
、
同
表
第
六
号
中
「
五
十
二
円
」
を
「
五
十
四
円
」
に
改
め
、
同
表
第
七
号

中
「
六
十
二
円
」
を
「
六
十
五
円
」
に
改
め
、
同
表
第
九
号
中
「
百
八
十
六
円
」
を
「
百
九
十
円
」
に
改
め
、
同
表
第
十
号

中
「
九
十
四
円
」
を
「
九
十
七
円
」
に
改
め
、
同
表
第
十
一
号
及
び
第
十
二
号
中
「
六
十
一
円
」
を
「
六
十
四
円
」
に
改
め

、
同
表
第
十
三
号
中
「
百
八
十
六
円
」
を
「
百
九
十
円
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
第
一
項
中
「
平
成
十
五
年
度
」
を
「
平
成
十
六
年
度
」
に
改
め
る
。



第
四
十
四
条
第
三
項
第
二
十
二
号
中
「
第
三
九
二
三
・
二
九
号
」
の
下
に
「
、
第
四
八
一
九
・
四
○
号
」
を
加
え
、
同
号

を
同
項
第
二
十
五
号
と
し
、
同
項
中
第
二
十
一
号
を
第
二
十
四
号
と
し
、
第
二
十
号
を
第
二
十
三
号
と
し
、
同
項
第
十
九
号

中
「
関
税
率
表
」
の
下
に
「
第
七
三
一
九
・
二
○
号
又
は
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
二
十
一
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

二
十
二

関
税
率
表
第
七
四
一
九
・
九
九
号
に
掲
げ
る
物
品

第
四
十
四
条
第
三
項
中
第
十
八
号
を
第
二
十
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
十
七
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
号
の

次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四

関
税
率
表
第
四
八
二
三
・
九
○
号
の
二
に
掲
げ
る
物
品

五

関
税
率
表
第
四
九
○
八
・
九
○
号
に
掲
げ
る
物
品

第
四
十
九
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

法
第
八
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
関
税
に
つ
い
て
の
便
益
を
与
え
な
い
物
品
は
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
物
品
と
す
る
。

一

別
表
第
一
の
第
八
四
号
に
掲
げ
る
国
を
原
産
地
と
す
る
関
税
率
表
第
二
八
二
四
・
一
○
号
、
第
六
九
一
二
・
○
○
号



及
び
第
九
四
○
四
・
九
○
号
に
掲
げ
る
物
品
で
あ
つ
て
、
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
輸
入
さ
れ
る
も
の

二

別
表
第
一
の
第
八
四
号
に
掲
げ
る
国
を
原
産
地
と
す
る
関
税
率
表
第
二
八
三
六
・
二
○
号
の
一
、
第
八
二
一
三
・
○

○
号
及
び
第
八
二
一
五
・
九
九
号
に
掲
げ
る
物
品
で
あ
つ
て
、
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
輸
入
さ
れ
る
も
の

第
六
十
二
条
第
十
四
号
か
ら
第
十
七
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

十
四

法
の
別
表
第
一
第
二
七
○
九
・
○
○
号
の
(1)
に
掲
げ
る
石
油
及
び
歴
青
油

十
五

法
の
別
表
第
一
第
二
七
一
○
・
一
一
号
の
一
の
(一)
の
Ｃ
の
(b)
の
(1)
に
掲
げ
る
揮
発
油

十
六

法
の
別
表
第
一
第
二
七
一
○
・
一
一
号
の
一
の
(二)
の
Ｂ
の
(2)
の
(i)
及
び
第
二
七
一
○
・
一
九
号
の
一
の
(一)
の
Ｂ
の

(2)
の
(i)
に
掲
げ
る
灯
油

十
七

法
の
別
表
第
一
第
二
七
一
○
・
一
一
号
の
一
の
(三)
の
(1)
及
び
第
二
七
一
○
・
一
九
号
の
一
の
(二)
の
(1)
に
掲
げ
る
軽

油
第
六
十
三
条
第
四
項
中
「
同
条
第
十
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
、
第
十
六
号
、
第
十
七
号
」
を
「
同
条
第
十
一
号
か
ら
第

十
七
号
ま
で
」
に
、
「
、
第
十
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
、
第
十
六
号
、
第
十
七
号
」
を
「
、
第
十
一
号
か
ら
第
十
七
号
ま

で
」
に
改
め
る
。



別
表
第
一
第
二
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
二

削
除

別
表
第
一
第
六
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

六
四

削
除

別
表
第
一
第
八
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

八
一

削
除

別
表
第
一
第
一
一
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
一
一

削
除

別
表
第
一
第
一
二
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
二
九

削
除

別
表
第
一
第
一
三
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
三
九

削
除

別
表
第
一
第
一
五
六
号
及
び
第
一
五
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



一
五
六

削
除

一
五
七

削
除

（
輸
出
貿
易
管
理
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

輸
出
貿
易
管
理
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
三
百
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
の
四
五
の
項
の
中
欄
中
「
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

（
税
関
関
係
手
数
料
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

税
関
関
係
手
数
料
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

二
万
三
百
円

二

千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

三
万
五
百
円
（
当
該
許
可
を
受
け
る
者
が
電
子
情
報
処
理
組
織

に
よ
る
税
関
手
続
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
）
第
二
条
第
一
号
（
定
義
）
又
は
行

政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
。
以
下
「
情
報
通

信
技
術
利
用
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
申
請
等
）
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理



組
織
を
使
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
者
と
し
て
財
務
大
臣
が
定
め
る
者
（
以
下
「
指
定
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
場
合
に

あ
つ
て
は
、
三
万
四
百
円
）

三

二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
三
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

四
万
七
百
円
（
当
該
許
可
を
受
け
る
者
が
指
定
者
で
あ

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
百
円
）

四

三
千
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
七
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

五
万
九
百
円
（
当
該
許
可
を
受
け
る
者
が
指
定
者
で
あ

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
五
万
八
百
円
）

五

七
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
一
万
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

六
万
千
百
円
（
当
該
許
可
を
受
け
る
者
が
指
定
者
で
あ

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
六
万
九
百
円
）

六

一
万
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
二
万
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

七
万
八
千
四
百
円
（
当
該
許
可
を
受
け
る
者
が
指

定
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
七
万
八
千
二
百
円
）

七

二
万
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
三
万
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

十
万
二
千
円
（
当
該
許
可
を
受
け
る
者
が
指
定
者

で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
万
千
七
百
円
）

八

三
万
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

十
一
万
七
千
八
百
円
（
当
該
許
可
を
受
け
る
者
が
指
定



者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
一
万
七
千
四
百
円
）

九

五
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
七
万
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

十
四
万
千
三
百
円
（
当
該
許
可
を
受
け
る
者
が
指
定
者
で
あ

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
千
円
）

十

七
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

十
六
万
四
千
九
百
円
（
当
該
許
可
を
受
け
る
者
が
指
定
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、

十
六
万
四
千
五
百
円
）

第
二
条
第
二
項
中
「
十
万
九
千
円
」
を
「
八
万
八
千
二
百
円
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

二
万
三
百
円

二

一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

四
万
七
百
円
（
当
該
許
可
を
受
け
る
者
が
指
定
者
で
あ
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
四
万
六
百
円
）

三

二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
四
万
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

六
万
千
百
円
（
当
該
許
可
を
受
け
る
者
が
指
定
者
で
あ
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
六
万
九
百
円
）

四

四
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
七
万
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

七
万
八
千
四
百
円
（
当
該
許
可
を
受
け
る
者
が
指
定
者
で
あ



る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
七
万
八
千
二
百
円
）

五

七
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

十
万
二
千
円
（
当
該
許
可
を
受
け
る
者
が
指
定
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
万
千

七
百
円
）

第
四
条
第
一
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

四
万
七
千
五
百
円
（
当
該
許
可
を
受
け
る
者
が
指
定
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四

万
七
千
三
百
円
）

二

一
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

六
万
五
千
八
百
円
（
当
該
許
可
を
受
け
る
者
が
指
定
者
で
あ

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
六
万
五
千
六
百
円
）

三

二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
四
万
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

九
万
八
千
九
百
円
（
当
該
許
可
を
受
け
る
者
が
指
定
者
で
あ

る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
九
万
八
千
五
百
円
）

四

四
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
七
万
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

十
二
万
三
百
円
（
当
該
許
可
を
受
け
る
者
が
指
定
者
で
あ
る

場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
二
万
円
）

五

七
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
十
三
万
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

十
四
万
三
千
九
百
円
（
当
該
許
可
を
受
け
る
者
が
指
定
者



で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
四
万
三
千
五
百
円
）

六

十
三
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
二
十
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

十
六
万
八
千
円
（
当
該
許
可
を
受
け
る
者
が
指
定
者

で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
六
万
七
千
五
百
円
）

七

二
十
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
五
十
万
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

十
九
万
二
千
百
円
（
当
該
許
可
を
受
け
る
者
が
指
定

者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十
九
万
千
五
百
円
）

八

五
十
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
百
万
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満

二
十
一
万
六
千
二
百
円
（
当
該
許
可
を
受
け
る
者
が
指
定

者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
十
一
万
五
千
五
百
円
）

九

百
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上

二
十
四
万
三
百
円
（
当
該
許
可
を
受
け
る
者
が
指
定
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二

十
三
万
九
千
五
百
円
）

第
五
条
中
「
五
千
八
百
円
」
を
「
五
千
円
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
情
報
通
信
技
術
利
用
法
第
三
条
第
一
項
（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
申
請
等
）
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規

定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
当
該
許
可
の
申
請
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
四
千
七
百
円
と
す
る
。

第
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
八
千
三
百
円
」
を
「
四
千
五
百
五
十
円
（
関
税
法
施
行
令
第
八
十
七
条
第
一
項
各
号
（
臨
時



開
庁
を
必
要
と
す
る
事
務
等
）
に
規
定
す
る
承
認
、
許
可
又
は
交
付
を
求
め
る
申
請
又
は
申
告
を
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ

る
税
関
手
続
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
申
告
又
は
処
分
の
通
知
等
）
又
は
情

報
通
信
技
術
利
用
法
第
三
条
第
一
項
（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
申
請
等
）
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
う
場
合
の
法
第
九
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
承
認
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
電
子

申
請
等
を
行
う
場
合
の
承
認
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
四
千
二
百
五
十
円
）
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
七
千
八
百

円
」
を
「
四
千
百
円
（
電
子
申
請
等
を
行
う
場
合
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
三
千
八
百
円
）
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
八

千
三
百
円
」
を
「
四
千
五
百
五
十
円
（
電
子
申
請
等
を
行
う
場
合
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
四
千
二
百
五
十
円
）
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
情
報
通
信
技
術
利
用
法
第
三
条
第
一
項
（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
申
請
等
）
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規

定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
交
付
の
申
請
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
三
百
円
と
す
る
。

第
七
条
第
二
項
中
「
二
万
三
千
九
百
円
」
を
「
二
万
三
千
五
百
円
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
の
規
定
は
、
定
率
法
第
十
三
条
第
一
項
（
製
造
用
原
料
品
の
減
税
又
は
免
税
）
又
は
定
率
法
第
十
九
条



第
一
項
（
輸
出
貨
物
の
製
造
用
原
料
品
の
減
税
又
は
免
税
）
に
規
定
す
る
工
場
の
承
認
を
受
け
た
者
が
、
定
率
法
第
十
三

条
第
八
項
（
製
造
工
場
の
承
認
手
数
料
）
（
定
率
法
第
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
手
数
料
の
額
に
つ
い
て
、
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
第
一
項

中
「
許
可
の
」
と
あ
る
の
は
「
承
認
の
」
と
、
「
当
該
許
可
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
承
認
」
と
、
「
係
る
保
税
工
場
」
と

あ
る
の
は
「
係
る
工
場
」
と
、
「
許
可
が
」
と
あ
る
の
は
「
承
認
が
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
八
条
第
三
項
中
「
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
」
を
削
り
、
「
製
造
工
場
は
、
第
一
項
第
一
号
」
を
「
製
造

工
場
に
つ
い
て
定
率
法
第
十
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
定
率
法
第
十
三
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
手
数

料
の
額
に
つ
い
て
は
、
当
該
製
造
工
場
を
第
二
項
」
に
、
「
第
一
項
第
一
号
の
検
査
と
み
な
す
」
を
「
同
項
の
検
査
と
み
な

し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
第
二
号
の
」
を
「
第
一

項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
工
場
の
承
認
を
受
け
た
者
が
、
当
該
工
場
の
承
認
に
際
し
、
関
税
定
率
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百

五
十
五
号
。
以
下
「
定
率
法
施
行
令
」
と
い
う
。
）
第
九
条
第
二
項
（
定
率
法
施
行
令
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る



場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
税
関
長
が
届
出
に
よ
り
必
要
な
検
査
を
す
る
も
の
と
し
て
指
定
し
た
工
場
に
お
い
て
製

造
等
を
行
う
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
定
率
法
第
十
三
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
手
数
料
の
額
は
、
前
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
検
査
一
回
ご
と
に
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五

号
）
別
表
第
一
の
行
政
職
俸
給
表
(一)
に
掲
げ
る
四
級
の
職
務
に
あ
る
者
が
当
該
検
査
の
場
所
に
往
復
す
る
場
合
に
お
い
て

国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
十
四
号
）
の
規
定
に
よ
り
受
け
る
べ
き
旅
費
の
額
に

相
当
す
る
額
と
す
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
前
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前
条
第
一
項
第
二
号
」
を

「
前
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
四
第
三
項
中
「
第
八
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
製
造
工
場
（
第
一
項
に
規
定
す
る
製
造
工
場
を
い
う
。
）

に
つ
い
て
適
用
す
る
」
を
「
第
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
、
第
四
条
第
一
項
又
は
第

八
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
（
第
八
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
四
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
三
項
中
「
第
八
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
八
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

（
関
税
割
当
制
度
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）



第
六
条

関
税
割
当
制
度
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
百
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
○
四
○
一
・
一
○
号
、
第
○
四
○
一
・
二
○
号
、
第
○
四
○
一
・
三
○
号
、
第
○
四
○
三
・
一
○
号
、
第
○
四
○

三
・
九
○
号
、
第
○
四
○
四
・
九
○
号
、
第
一
八
○
六
・
二
○
号
、
第
一
八
○
六
・
九
○
号
、
第
一
九
○
一
・
一
○
号
、
第

一
九
○
一
・
二
○
号
、
第
一
九
○
一
・
九
○
号
、
第
二
一
○
一
・
一
二
号
、
第
二
一
○
一
・
二
○
号
、
第
二
一
○
六
・
一
○

号
及
び
第
二
一
○
六
・
九
○
号
の
項
、
第
○
四
○
二
・
一
○
号
、
第
○
四
○
二
・
二
一
号
及
び
第
○
四
○
二
・
二
九
号
の
項

、
第
○
四
○
二
・
一
○
号
及
び
第
○
四
○
二
・
二
一
号
の
項
、
第
○
四
○
二
・
九
一
号
の
項
、
第
○
四
○
四
・
一
○
号
の
項

、
第
○
四
○
四
・
一
○
号
及
び
第
○
四
○
四
・
九
○
号
の
項
並
び
に
第
○
四
○
五
・
一
○
号
及
び
第
○
四
○
五
・
九
○
号
の

項
中
「
平
成
一
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
一
六
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
一
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
一
七
年
三
月

三
一
日
ま
で
」
に
改
め
る
。

別
表
第
○
四
○
六
・
一
○
号
、
第
○
四
○
六
・
四
○
号
及
び
第
○
四
○
六
・
九
○
号
の
項
中
「
平
成
一
五
年
四
月
一
日
か

ら
平
成
一
六
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
一
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
一
七
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
に
、
「
五
五
、
二

○
○
ト
ン
」
を
「
五
四
、
二
○
○
ト
ン
」
に
改
め
る
。

別
表
第
○
七
一
三
・
一
○
号
、
第
○
七
一
三
・
三
二
号
、
第
○
七
一
三
・
三
三
号
、
第
○
七
一
三
・
三
九
号
、
第
○
七
一



三
・
五
○
号
及
び
第
○
七
一
三
・
九
○
号
の
項
中
「
平
成
一
五
年
一
○
月
一
日
か
ら
平
成
一
六
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
を
「

平
成
一
六
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
○
日
ま
で
」
に
、
「
八
六
、
○
○
○
ト
ン
」
を
「
五
一
、
八
○
○
ト
ン
」
に
改
め

る
。別

表
第
一
○
○
五
・
九
○
号
の
項
中
「
平
成
一
五
年
一
○
月
一
日
か
ら
平
成
一
六
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
一
六

年
四
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
○
日
ま
で
」
に
、
「
二
、
○
○
四
、
七
○
○
ト
ン
」
を
「
二
、
二
四
一
、
一
○
○
ト
ン
」
に

、
「
一
四
○
、
六
○
○
ト
ン
」
を
「
一
四
三
、
八
○
○
ト
ン
」
に
、
「
三
三
、
一
○
○
ト
ン
」
を
「
二
一
、
九
○
○
ト
ン
」

に
、
「
八
四
、
三
○
○
ト
ン
」
を
「
九
六
、
六
○
○
ト
ン
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
一
○
七
・
一
○
号
及
び
第
一
一
○
七
・
二
○
号
の
項
中
「
平
成
一
五
年
一
○
月
一
日
か
ら
平
成
一
六
年
三
月
三

一
日
ま
で
」
を
「
平
成
一
六
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
○
日
ま
で
」
に
、
「
二
二
三
、
一
○
○
ト
ン
」
を
「
三
二
四
、

一
○
○
ト
ン
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
一
○
八
・
一
二
号
、
第
一
一
○
八
・
一
三
号
、
第
一
一
○
八
・
一
四
号
、
第
一
一
○
八
・
一
九
号
、
第
一
一
○

八
・
二
○
号
、
第
一
九
○
一
・
二
○
号
及
び
第
一
九
○
一
・
九
○
号
の
項
中
「
平
成
一
五
年
一
○
月
一
日
か
ら
平
成
一
六
年

三
月
三
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
一
六
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
○
日
ま
で
」
に
、
「
八
四
、
二
○
○
ト
ン
」
を
「
八
九



、
二
○
○
ト
ン
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
二
○
二
・
一
○
号
及
び
第
一
二
○
二
・
二
○
号
の
項
並
び
に
第
一
二
一
二
・
九
九
号
の
項
中
「
平
成
一
五
年
四

月
一
日
か
ら
平
成
一
六
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
一
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
一
七
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
に
改
め

る
。別

表
第
一
七
○
三
・
一
○
号
及
び
第
一
七
○
三
・
九
○
号
の
項
中
「
平
成
一
五
年
一
○
月
一
日
か
ら
平
成
一
六
年
三
月
三

一
日
ま
で
」
を
「
平
成
一
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
一
七
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
に
、
「
七
、
八
○
○
ト
ン
」
を
「
一
三
、

○
○
○
ト
ン
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
八
○
六
・
二
○
号
の
項
中
「
平
成
一
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
一
六
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
一
六
年

四
月
一
日
か
ら
平
成
一
七
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
に
、
「
二
一
、
一
○
○
ト
ン
」
を
「
一
九
、
○
○
○
ト
ン
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
○
○
二
・
九
○
号
の
項
中
「
平
成
一
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
一
六
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
一
六
年

四
月
一
日
か
ら
平
成
一
七
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
○
○
八
・
二
○
号
の
項
中
「
平
成
一
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
一
六
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
一
六
年

四
月
一
日
か
ら
平
成
一
七
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
に
、
「
五
○
、
九
○
○
ト
ン
」
を
「
五
○
、
七
○
○
ト
ン
」
に
改
め
る
。



別
表
第
二
一
○
六
・
九
○
号
の
項
、
第
四
一
○
一
・
二
○
号
、
第
四
一
○
一
・
五
○
号
、
第
四
一
○
一
・
九
○
号
、
第
四

一
○
四
・
一
一
号
、
第
四
一
○
四
・
一
九
号
、
第
四
一
○
四
・
四
一
号
、
第
四
一
○
四
・
四
九
号
、
第
四
一
○
七
・
一
一
号

、
第
四
一
○
七
・
一
二
号
、
第
四
一
○
七
・
一
九
号
、
第
四
一
○
七
・
九
一
号
、
第
四
一
○
七
・
九
二
号
及
び
第
四
一
○
七

・
九
九
号
の
項
、
第
四
一
○
五
・
三
○
号
、
第
四
一
○
六
・
二
二
号
、
第
四
一
一
二
・
○
○
号
及
び
第
四
一
一
三
・
一
○
号

の
項
、
第
五
○
○
一
・
○
○
号
の
項
並
び
に
第
六
四
○
三
・
二
○
号
、
第
六
四
○
三
・
三
○
号
、
第
六
四
○
三
・
四
○
号
、

第
六
四
○
三
・
五
一
号
、
第
六
四
○
三
・
五
九
号
、
第
六
四
○
三
・
九
一
号
、
第
六
四
○
三
・
九
九
号
、
第
六
四
○
四
・
一

九
号
、
第
六
四
○
四
・
二
○
号
、
第
六
四
○
五
・
一
○
号
及
び
第
六
四
○
五
・
九
○
号
の
項
中
「
平
成
一
五
年
四
月
一
日
か

ら
平
成
一
六
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
一
六
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
一
七
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
に
改
め
る
。

（
通
関
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

通
関
業
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
二
百
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
中
「
二
千
六
百
円
」
を
「
三
千
円
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第

三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
通
関
士
試
験
を
受
け
る
た
め
の
願
書
を



提
出
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
二
千
九
百
円
と
す
る
。

（
コ
ン
テ
ナ
ー
に
関
す
る
通
関
条
約
及
び
国
際
道
路
運
送
手
帳
に
よ
る
担
保
の
下
で
行
な
う
貨
物
の
国
際
運
送
に
関
す
る
通

関
条
約
（
Ｔ
Ｉ
Ｒ
条
約
）
の
実
施
に
伴
う
関
税
法
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

コ
ン
テ
ナ
ー
に
関
す
る
通
関
条
約
及
び
国
際
道
路
運
送
手
帳
に
よ
る
担
保
の
下
で
行
な
う
貨
物
の
国
際
運
送
に
関
す

る
通
関
条
約
（
Ｔ
Ｉ
Ｒ
条
約
）
の
実
施
に
伴
う
関
税
法
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
二
百
五

十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
第
一
項
第
一
号
中
「
九
千
四
百
円
」
を
「
九
千
三
百
円
（
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織

を
使
用
し
て
当
該
承
認
の
申
請
を
行
う
場
合
（
次
号
に
お
い
て
「
電
子
申
請
の
場
合
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
八
千
七

百
円
）
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
十
二
万
二
千
三
百
円
」
を
「
十
二
万
七
百
円
（
電
子
申
請
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
十

一
万
千
八
百
円
）
」
に
改
め
る
。

（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
税
関
手
続
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
税
関
手
続
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
五
十
二
年
政
令
第
二
百
二
十
号
）



の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
四
号
中
「
及
び
船
用
品
目
録
」
を
「
、
船
用
品
目
録
、
旅
客
氏
名
表
及
び
乗
組
員
氏
名
表
」
に
改
め
、
同
表
第
六

号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

六

削
除

別
表
第
七
号
中
「
第
十
五
条
第
四
項
」
を
「
第
十
五
条
第
五
項
」
に
改
め
、
「
規
定
に
よ
る
入
港
届
」
の
下
に
「
並
び
に

旅
客
氏
名
表
及
び
乗
組
員
氏
名
表
（
船
舶
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。

（
相
殺
関
税
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

相
殺
関
税
に
関
す
る
政
令
（
平
成
六
年
政
令
第
四
百
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
提
出
し
た
場
合
」
の
下
に
「
、
又
は
当
該
輸
入
貨
物
若
し
く
は
こ
れ
と
同
種
の
貨
物
を
輸

入
し
た
生
産
者
が
、
当
該
輸
入
貨
物
及
び
こ
れ
と
同
種
の
貨
物
に
係
る
当
該
生
産
者
の
事
業
の
う
ち
主
た
る
事
業
が
当
該
輸

入
貨
物
と
同
種
の
貨
物
の
本
邦
に
お
け
る
生
産
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
証
拠
を
提
出
し
た
場
合
」
を
加
え
る
。

（
不
当
廉
売
関
税
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

不
当
廉
売
関
税
に
関
す
る
政
令
（
平
成
六
年
政
令
第
四
百
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



第
四
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
提
出
し
た
場
合
」
の
下
に
「
、
又
は
当
該
輸
入
貨
物
を
輸
入
し
た
生
産
者
が
、
当
該
輸
入

貨
物
及
び
こ
れ
と
同
種
の
貨
物
に
係
る
当
該
生
産
者
の
事
業
の
う
ち
主
た
る
事
業
が
当
該
輸
入
貨
物
と
同
種
の
貨
物
の
本
邦

に
お
け
る
生
産
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
証
拠
を
提
出
し
た
場
合
」
を
加
え
る
。

（
弁
理
士
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

弁
理
士
法
施
行
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
三
百
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
関
税
定
率
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
五
号
）
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
権
利

者
」
を
「
関
税
定
率
法
（
明
治
四
十
三
年
法
律
第
五
十
四
号
）
第
二
十
一
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
許
権
者
等
」
に
改
め
、

同
条
第
一
号
中
「
（
明
治
四
十
三
年
法
律
第
五
十
四
号
）
」
を
削
り
、
「
、
第
六
項
及
び
第
七
項
」
を
「
か
ら
第
六
項
ま
で

、
第
八
項
及
び
第
九
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
関
税
定
率
法
施
行
令
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十

五
号
）
」
を
加
え
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
関
税
法
施
行
令
目
次
の
改
正
規
定
、



同
令
第
八
章
の
章
名
を
削
る
改
正
規
定
、
同
令
第
八
十
二
条
の
次
に
章
名
を
付
す
る
改
正
規
定
、
同
令
第
八
十
三
条
の
改
正

規
定
及
び
同
令
第
八
十
五
条
の
改
正
規
定
（
「
第
九
十
五
条
第
三
項
」
を
「
第
九
十
五
条
第
四
項
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る

。
）
は
同
年
十
月
一
日
か
ら
、
第
三
条
中
関
税
暫
定
措
置
法
施
行
令
別
表
第
一
の
改
正
規
定
は
同
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

（
関
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
政
令
の
施
行
の
際
現
に
収
容
さ
れ
て
い
る
貨
物
に
係
る
収
容
課
金
又
は
当
該
貨
物
の
保
管
に
要
し
た
費
用
で
こ

の
政
令
の
施
行
前
の
期
間
に
対
応
す
る
も
の
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
関
税
暫
定
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

関
税
暫
定
措
置
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
石
油
化
学
製
品
の
原
料
と
し

て
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
使
用
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
揮
発
油
等
に
係
る
関
税
の
還
付
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

（
税
関
関
係
手
数
料
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
税
関
関
係
手
数
料
令
（
以
下
「
旧
手
数
料
令
」
と
い
う
。



）
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
さ
れ
た
平
成
十
六
年
四
月
分
の
保
税
蔵
置
場
、
保
税
展
示
場
、
保
税
工
場
若
し
く
は

総
合
保
税
地
域
（
以
下
「
保
税
蔵
置
場
等
」
と
い
う
。
）
の
許
可
又
は
旧
手
数
料
令
第
八
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
工

場
の
承
認
に
係
る
手
数
料
の
額
が
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
税
関
関
係
手
数
料
令
（
以
下
「
新
手
数
料
令
」
と
い
う

。
）
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
同
月
分
の
保
税
蔵
置
場
等
の
許
可
又
は
新
手
数
料
令
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
工
場
の

承
認
に
係
る
手
数
料
の
額
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
部
分
の
額
は
、
新
手
数
料
令
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
同
年
五
月
分
の

こ
れ
ら
の
手
数
料
の
額
に
充
当
す
る
。

２

こ
の
政
令
の
施
行
前
に
旧
手
数
料
令
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
前
納
さ
れ
た
平
成
十
六
年
四
月
分
以
後
の
保
税
蔵

置
場
等
の
許
可
又
は
旧
手
数
料
令
第
八
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
工
場
の
承
認
に
係
る
手
数
料
の
額
が
新
手
数
料
令
の

規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
当
該
前
納
し
た
期
間
に
つ
い
て
の
保
税
蔵
置
場
等
の
許
可
又
は
新
手
数
料
令
第
八
条
第
一
項
に
規

定
す
る
工
場
の
承
認
に
係
る
手
数
料
の
額
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
部
分
の
額
は
、
新
手
数
料
令
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き

当
該
前
納
し
た
期
間
後
の
月
分
の
こ
れ
ら
の
手
数
料
の
額
に
順
次
に
充
当
す
る
。

（
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
百
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



第
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
十
条
第
一
号
中
「
掲
げ
る
要
件
」
を
「
定
め
る
要
件
」
に
改
め
る
。

（
構
造
改
革
特
別
区
域
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

構
造
改
革
特
別
区
域
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
を
削
る
。

第
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
構
造
改
革
特
別
区
域
を
」
を
「
構
造
改
革
特
別
区
域
（
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
構
造

改
革
特
別
区
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
」
に
改
め
、
「
関
税
法
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
」

を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
」
の
下
に
「
（
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
認
定
を
含
む

。
次
条
に
お
い
て
「
認
定
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
条
を
第
五
条
と
し
、
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り

上
げ
る
。

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
（
第
八
条
関
係
）

番
号

事
業
の
名
称

関
係
条
項

一

土
地
開
発
公
社
が
所
有
す
る
区
域
内
造
成
地
の
賃
貸
事
業

第
六
条


